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大奴は神輿渡御の警護役で、大名行列の花形です。２５
人の大奴は左右に一間（約1.8ｍ）近い木太刀を突き出し、
その柄に見事な丸帯を掛けます。

お長柄を先頭に、具足、先騎、鉄砲隊、御弓、具足と続き、次が
２５人の大奴。腰の木太刀には豪華な帯が飾られています。

大鳥毛は赤い房と頭の部分があり、上部を「矛（ほこ）」と呼
んでいます。天空の悪鬼を倒し世に平和をもたらすものとい
われています。

女神様の神輿を担ぐ若者は１６人。重さはなんと約４００ｋｇ。
大井神社をスタートし、お旅所へと静かに歩きます。

舞台踊りを「上踊り」、地上踊りを「地踊り」と呼びます。東西
一流の長唄の芸人衆を島田に呼び寄せ、５台の屋台が三
日三晩芸を競い合います。

しぶい声で見事な節まわしの歌が歌われる中、大勢のお供
にかしずかれた、かわいいお殿様が馬に揺られて行きます。

延宝年間のこと、疫病が蔓延したため、大井神社の境内に
春日神社の神霊を奉じ疫病退散を祈願しました。これが鹿
島踊りの起源です。

暗闇の中、スポットライトに浮かび上がる本陣。提灯が一列
に並び、篝火が焚かれます。お供を従えたお殿様が本陣へ
入場します。
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大井川緑地公園無料駐車場からJR島田駅南口までシャトルバスを運行します。駐車場
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。
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